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に つい て 形態 ・ 斑 紋 な ど を 測定 し て 他 の 産地 の も の と を 比較 し た . また 採集 し た 2 ゃ や に 採卵 を 試み , 幼虫 

を 飼育 し て その 特徴 を 検討 し , 羽化 し た 成虫 の 次 斑 の 暗 化 の 状態 を 調べ た . 以上 の 結果 に 基づい て 佐渡 島 産 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 分 化 に つい て 若干 の 考察 を 試み た . 要点 は つぎ の と お り . 

① 分 布 範囲 は 大 佐渡 山地 の すく な く と も ゃ 妙見 山 か ら 最高 峰 金 北山 <1,173 m〉 を 経て ドン デン 山 に 及ぶ . 

② 生 息 地 は チシマザサ 群落 の 発達 する 本 線 部 の 林 緑 また は 明る い 林 内 の 空地 な ど . 食 草 は チシマザサ と 推 
定 さ れる . 

③ の は 林 縁 に な わ ば り を つく り , 午前 中 か ら 久 方 に か け て 連続 的 に 活動 する . 飛び 方 は きわ め て 敏速 で 房総 
産 春 型 に 匹敵 する が , 房総 産 の よう な 樹幹 を 上 下す る 行動 は 見 られ な い . 

④ や は 山頂 に も 見 られ , 山頂 で 交尾 が 行わ れる 可能 性 が 大 きい (交尾 行動 1 例 を 観察 , た だ し 不成立 ). 

⑤ 羽 化 期 は 種 と し て 7 月 前 半 で , 年 1 回 発生 と 推定 され る . 

⑥ 前 次 長 33.4 mm で , 春 型 あと し て は 中 程度 の 大 き さ で ある . 

⑦ 頑 表 の 色調 の 明る さ を 示 す 5 つの 形質 の 指数 が いずれ も 著しく 高く , 頑 表 全体 が 16 産地 中 で も っ と も 明 
る い 傾 向 を も つ . 

⑧ と くに 後 超 第 2・3 室 の 黄色 斑 が よく 発達 し , その 外縁 黒 帯 が 狭い . これ が 佐渡 島 産 の も っ と も 著しい 特 
徴 で ある . 

⑨ 後 次 裏面 の 眼 状 紋 は 相対 的 に 大 型 で 。 その 黄色 環 は 16 産地 中 も っ と も 厚い . 

⑲ 裏 面 の 黒 化 指数 は 10.7 で , 春 型 と し て は 8.1 の 中 国 山脈 産 に 次 いで 裏面 の 色調 が 明る いこ と を 示す . 

⑪ 成 虫 の ( 春 型 ず ) の 分 化 指数 は 4 で 16 産地 中 , 屋久 島 産 の 5 に 次 いで 第 2 位 を 示す . 

⑱⑫ 南 アル プス の も の と 同一 条件 で 飼育 し て 比較 する と , 裏面 の 黒 化 は 環境 条件 に 左右 さき れる が 遺伝 に よる 
と ころ も 大 きい こと が わか る . 

⑬ 1 齢 幼虫 の 頭 部 に は 顕著 な 暗色 横 帯 が 現れ る . これ は 古い 形質 と 推定 され る . 

⑬⑭2 一 5 齢 ( 終 齢 ) 幼虫 の 背 線 が と くに 太い . 

⑲⑲ 以 上 の 特徴 と 隔離 の 歴史 か ら , 佐渡 島 産 は すく な く と も " 準 亜 種 ", 場合 に よっ て は 亜 種 に まで 分 化し て 
いる 可能 性 が ある . 


14. 日 本 産 ゴ マシ ジミ 属 の 生態 渡辺 康之 ・ 工 藤 忠 
ゴマ シジミ 属 /42cz/z2 は 終 齢 幼虫 の 初期 まで 植物 食 で , 以後 アリ の 巣 に 運ば れ そ の 幼生 を 食べ て 成長 す 
る と いう 5 生態 的 特徴 を 持つ . 日 本 に は ゴマ ンジ ミ と オオ ゴマ ンジ ミ の 2 種 が 分 布 する が , 今 ま で 生態 の 記録 
は 乏しい , 

演者 ら は 青森 県 や 山形 県 等 に お いて 両 種 の 生態 を 調査 し て お り , 今回 は ママ シジミ の 生活 史 を 中 心 に , あ 
わせ て オオ ゴマ ンジ ミ の 生態 も 簡単 に 報告 する . 

青森 県 岩木 山麓 (alt.400 m) で は 8 月 上 旬 よ り ゴ マシ ジミ 成虫 が 羽化 , 9 月 中 旬 ま で 見 られ る . や は バ 
ラ 科 の ナガ ボノ シロ ワレ モ ュ ウ の 著 に 1 個 ずつ 産卵 し , や が て 上 昧 化し た 初 齢 幼虫 は 蒼 や 花穂 に 寺 道 を 作っ 
て 生活 する . 2・3 齢 を 経て お よそ 3 週間 で 4 齢 ( 終 齢 ) に 脱皮 する . 体長 が 4 5mm に な る と 地上 に 降 
り 地表 を 歩き 回 る . シワ クシ ケア リ に 出会う と アリ に 腹 端 を 刺激 きれ て 蜜 を 分 泌 す る . アリ が 蜜 を 吸う と 幼 
虫 は 胸部 を 膨らませ , その 節 間 を 露出 する . アリ は 後 胸部 と 第 1 腹 節 の 節 間 を 大 アゴ で くわ え , 幼虫 を 巣 に 
運び 込む . 幼虫 は アリ の 幼生 を 若干 食べ て 越冬 に 入る . 

翌年 5 月 上 旬 よ り 越 人 冬 か ら さ め る が , 7 月 まで は 成長 が 緩慢 で ある . アリ の 巣 は 地下 10 cm くら いま で あ 
り , 幼虫 は 地表 か ら 6cm く らい まで の 位置 に いる こと が 多い . 7 月 か ら は さか ん に アリ の 幼生 を 食べ て 急 
速 に 成長 する . 7 月 下旬 か ら 8 月 に か け て 遇 化 し , 成長 に は バラ つき が ある . 遇 化 場所 は アリ の 巣 の 出入 口 
付近 で , 地表 で も 見 つか る . 羽化 は 早朝 行い , 7 8 分 で 次 が 伸び , 1 時 間 ほ ど で 飛 び 立 つ . 

オオ ゴマ シジミ も 前 種 と 同様 な 生活 史 を も つが , 関係 する アリ は 別種 の クシ ケア リ 属 Myrmica の 一 種 で 
ある . 固い 朽ち 木造 梨 し , 幼虫 は アリ の 巣 の 中 に いる . 前 種 よ り 成長 が 早く , 6 月 下旬 に は 老 熟 する . こ 
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の 違い は 関与 する アリ の 幼生 の 成長 差 に よる も の と 考え られ る . 


15. ゴイ シシ ジミ の 幼虫 の 生存 に お よ ぼ す 食 物量 の 影響 伴野 英男 
茨城 県 つく ば 市 付近 で は ゴイ シシ ジミ の 幼虫 は 主 に ササ コナ フキ アブ ラム シ を 食物 と し て いる . アブ プラ 
ムン は 春 か ら 初 夏 に か け て 増加 し , ゴイ シシ ジミ 幼虫 の 食物 量 は 十分 で ある . し か し ゴイ シシ ジミ 幼虫 に よ 
る 捕食 の た め 急 激 に 減少 し , 真夏 か ら 初 秋 に か け て アブ ラム シ の 量 は 極端 に 少な く な る . ゴイ シン シジミ 幼虫 
の 生存 に 与え る 食物 量 の 影響 に つい て 野外 で の 観察 , 実験 と 飼育 実験 に より 調べ た . また 共食い に つい て も 
飼育 下 で 観察 を 行っ た . 

自然 個体 群 の 観 守 に より , アブ ラム シ の 多い 7 月 中 は , 幼虫 の 多く が 生育 し 遇 化 で きる が , アプ ラム シン が 
少な く な る 8 月 に は , 残り 少な い ア プラ ムシ の コロ ニー に 産卵 が 集中 し , を 化し た 幼虫 の 多く は 育ち きれ な 
いこ と が 分 か っ た . 

野外 に お いて ナイ ロン ネッ ト で 囲ん だ アズ マネ ザ サ に アブ ラム ン を 移植 し , 定着 し た 後 ア プラ ムシ の 量 
を , ゴイ シン ジミ の 幼虫 が 1 頭 , 2 - 3 頭 生 育 で きる 量 に 調節 し , そこ に 5 個 の ゴイ シシ ジミ の 卵 を 付け , 
幼虫 の 生存 を 観察 し た . を 化し た 幼虫 は 分 散 す る 傾向 が み ら れ た , 1 頭 生 育 可能 区 で は 若 齢 で 死亡 する 個体 
が 多く , 2 - 3 頭 可能 区 で は 3 齢 以後 に 死亡 が 多く 共倒れ に より , 生育 の 早い 1 個体 の み が 疫 化す る 場合 が 
多かっ た . 

ゴイ シシ ジミ の 4 齢 幼虫 に 種々 の イン ター ベル で , 一 定量 の 食物 を 与え て 飼育 し た . 絶食 期間 に は 1 日 当 
り 10-20% 体 重 の 減少 が み ら れ た が , 幼虫 の 生育 期間 は それ ほど 延び ず に , 化 し よう と する 傾向 が かみ られ 
だ 。 

飼育 ビン 及び 野外 で ネッ ト で 囲ん だ アズ マネ ザ サ に , アブ ラム シ と 齢 の 異な る 2 頭 の ゴイ シン ジミ の 幼 
虫 を 入れ , 幼虫 間 に 共 食い が 起こ る か どう か 調べ た . 4 齢 と 1, 2 齢 の 組合 せ た に お いて 共食い が 起こ る 場合 
が 見 られ た , また 1, 2 齢 幼虫 の 巣 は 4 齢 の 捕食 か ら 逃 れる 一 手段 で ある 可能 性 が ある と 思わ れ た . 


16. ハゴロモ ヤ ド リ ガ の 生活 史 に 関す る 若干 の 知見 松井 安 俊 ・ 松 井 英子 
ハゴロモ ヤ ド リ ガ の 7cg272 hagoromo KATO は 半期 目 同期 亜 有 目 の や や 大 型 の ハゴロモ ェ 類 に 寄生 する 小形 
の 疾 で , 関東 南部 か ら 新潟 県 を 結ぶ 線 以 南 の 本 州 , 四国 , 九州 に 分 布 する . 本 種 の 生活 史 に つい て は , 最近 
日 本 の セミ ヤ ド リ が ガ ( 科 ) の レヴ ュー お よび 文献 目録 作成 が か それぞれ 大 由 龍 一 氏 お よび 大 野 正男 氏 に よっ て 
な され た こと と の 関連 で , これ まで の 知見 が 整理 され て いる . それ ら に よる と , 本 種 の 発生 回 数 と 発生 期 , 
越冬 態 お よび 宿主 選択 機構 な ど 生活 史 戦 略 の 主要 な 部 分 が ほとん ど 明 ら か に され て いな いよ う で ある . 
演者 ら は , 既知 の 分 布 東北 限 の 千葉 県 析 市 で フジ , フ ョ ウ な ど に つく ベッ コウ ハゴロモ ZZg722 japonica 
MELicHAR に 寄生 する 本 種 の 越冬 を 含む 周年 経過 , 交尾 ・ 産 卵 行動 , 敵 化 , 踊 化 な ど を 観察 し , 以下 の よう 
な 結果 を 得 た . 

1 . 成虫 の 発生 期 と 発生 回 数 

発生 は 年 2 回 で , 第 1 化 が 7 月 下旬 ~ 8 月 上 旬 , 第 2 化 が 8 月末 ~ 9 月 上 旬 に 羽化 し , 第 2 化 の 卵 が 越冬 
する . 6 月 中 旬 ょ り 成 長 し た 寄生 幼虫 が フジ の 徒長 枝 に み ら れ る が 越冬 卵 は 6 月 中 ・ 下 旬 ま で 剛 化 し な い . 
寄生 の ステ ー ジ と の 関係 で は , 1 化 は 主として 幼虫 に , 2 化 は すべ て 成虫 に 寄生 し , 1 世代 期間 は 約 1 カ ヵ月 
(幼虫 期 15~20 日 , 幅 期 7 ~11 日 ) と 推定 され た . 以上 か ら , 第 1 化 の 発生 期 を 年 1 化 な が ら 発 生 期 の 長 
い (6 -10 月 ) の 寄主 個体 群 の 一 定 の 成長 後に 合わ せ , 短期 間 に 2 化 を 生ずる 生活 史 戦 略 が 想定 され よ ょ 2. 
2 . 寄生 選択 を めぐ っ て 

老 熟 し た 幼虫 は 寄主 を は な れ て 近く の 葉 裏 (1 化 ) や 物陰 (2 化 ) で 次 化 , 7 ~11 日 の 幅 期 を 経て 羽化 す 
る . ゃ の 羽化 直後 に 交尾 し , 産卵 は その 後 1 日 以内 に 行わ れ , 越冬 卵 で は 1 千 当 り 435 卵 , 第 1 化 で は 1 ゃ 
(複数 回 交尾 ) 3 卵 塊 合 計 910 卵 の 2 例 を 得 た . 1 齢 幼虫 は 身 化 直後 か ら 発達 し た 胸 脚 を 活発 に 動か し て , 
素早 く 走 り 廻 る . 
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